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■
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事
業
と
は

「
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
」（ProSA

VA
N
A
-

JB
M

）
と
い
う
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
を
知
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
？ 

正
式
に
は
「
日

本
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
三

角
協
力
に
よ
る
熱
帯
サ
バ
ン
ナ
農
業

開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
言
い
、
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
北
部
地
域
の
千
四
百
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
日
本
の
耕
作
面
積
の
三
倍
）

を
対
象
に
行
な
わ
れ
る
一
大
農
業
開

発
事
業
で
あ
る
。「
三
角
協
力
」
と

あ
る
よ
う
に
、
七
〇
年
代
日
本
が
ブ

ラ
ジ
ル
で
行
な
っ
た
大
規
模
農
業
開

発
事
業
（
セ
ラ
ー
ド
開
発
、
上
枠
参
照
）

を
成
功
モ
デ
ル
と
し
て
、
日
本
と
ブ

ラ
ジ
ル
が
連
携
し
て
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

で
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ

の
規
模
は
中
小
農
民
四
十
万
人
に
直

接
、
間
接
的
に
は
三
百
六
十
万
人
の

農
業
生
産
者
に
裨ひ

え

き益
す
る
と
謳う

た

わ
れ

て
い
る
。
今
、
こ
の
事
業
が
注
目
を

浴
び
て
い
る
。
そ
れ
は
、
様
々
な
意

味
で
関
心
が
集
ま
る
ア
フ
リ
カ
で
の

こ
の
旧
来
的
な
開
発
事
業
（
大
規
模
な

農
業
近
代
化
）
が
、
あ
ま
り
に
多
く
の

問
題
を
内
含
し
て
い
る
か
ら
だ
。

■
住
民
意
見
を
聞
か
な
い
開
発
、

　
そ
の
背
景
に
あ
る
土
地
収
用

問
題
の
一
つ
は
、
十
万
人
近
い
農

民
を
会
員
に
持
つ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｃ
（
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
全
国
農
民
連
携
）
が
十
二
年
十

月
に
出
し
た
声
明
に
あ
る
よ
う
に
、

今号から数回にわたり、モザンビークにおける ODA 事業「プロ
サバンナ」を取り上げる。JVC の直接的な活動地ではないが、こ
の事業をとりまく問題点を整理していくことで、現在の開発援
助を考える上で重要な視点を提示したい。（編集部）

ODA ウォッチ：プロサバンナ事業 第１回

住
民
主
権
が
蔑
ろ
に
さ
れ
て
い
る
こ

と
だ
。
誰
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
と
い
う
基
本
的
な
問
い
で
も
あ

る
。
声
明
は
、「
透
明
性
が
低
く
、

プ
ロ
セ
ス
の
す
べ
て
に
お
い
て
市
民

社
会
組
織
、
と
く
に
農
民
組
織
を
排

除
す
る
こ
と
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
プ

ロ
サ
バ
ン
ナ
の
立
案
と
実
施
を
非
難

す
る
」
と
訴
え
る
。
こ
の
事
業
の
実

態
は
、
地
域
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
か
ら

立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
ア

フ
リ
カ
へ
の
参
入
を
画
策
す
る
日
本

政
府
の
積
極
的
な
働
き
か
け
で
作
ら

れ
た
事
業
で
あ
る
要
素
が
大
き
い
。

地
域
の
農
民
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

ど
ん
ど
ん
進
む
農
業
開
発
事
業
に
対

す
る
強
い
懸
念
の
表
明
で
あ
る
。

農
民
が
こ
う
し
た
意
思
決
定
プ

ロ
セ
ス
に
懸
念
を
持
つ
理
由
は
、
他

で
も
な
い
ア
フ
リ
カ
で
土
地
収
奪
が

も
の
す
ご
い
勢
い
で
進
ん
で
い
る

か
ら
だ
。
土
地
問
題
に
関
す
る
専

門
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
るLA

N
D
 

M
A
T
RIX

に
よ
れ
ば
、
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
は
土
地
取
引
件
数
で
世
界
第
二

位
。
特
に
、
〇
七
年
の
食
料
価
格
高

騰
以
降
、
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。

地
域
の
小
農
ら
は
生
活
に
必
要
な
食

料
や
資
源
を
得
る
た
め
に
、
農
地
、

林
地
、
水
源
地
を
伝
統
的
・
慣
習
法

的
な
手
法
で
利
用
し
て
き
た
。
そ
う

し
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
土
地
を
使
用

す
る
権
利
が
奪
わ
れ
る
こ
と
は
死
活

問
題
だ
。
土
地
法
に
よ
っ
て
農
民
の

土
地
の
使
用
権
は
認
め
ら
れ
て
は
い

る
が
、
土
地
取
引
が
進
む
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
で
実
質
的
に
ど
こ
ま
で
守
ら

れ
る
か
予
断
は
許
さ
な
い
。

加
え
て
同
事
業
は
、
セ
ラ
ー
ド
開

発
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
農
産
物
輸
出

を
重
要
な
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の

セ
ラ
ー
ド
開
発
で
ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
は
大
き
く
成
長
し
た
。

そ
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

が
、
こ
の
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事
業
を
通

し
て
虎
視
眈
々
と
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
へ

の
参
入
を
狙
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
る
土
地
収
用
が
進
め
ば
、

土
地
を
奪
わ
れ
た
小
農
は
輸
出
用
作

物
生
産
の
た
め
の
農
業
労
働
力
に
転

向
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

農
地
や
住
宅
を
直
接
奪
わ
れ
な
く
て

も
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
大
農
地

が
同
地
域
の
大
量
の
水
を
消
費
し
、

化
学
肥
料
や
農
薬
を
多
投
し
、
遺
伝

子
組
み
換
え
作
物
を
導
入
す
れ
ば
、

小
農
民
の
生
産
に
も
様
々
な
影
響
が

及
ぶ
だ
ろ
う
。

こ
の
土
地
収
用
の
問
題
に
つ
い

て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「N

o! to Land G
rab, 

Japan

」
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
公
開
質
問

状
を
出
し
た
が
、
回
答
は
「
同
地
域

は
国
有
地
で
あ
り
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

政
府
が
定
め
た
土
地
利
用
制
度
に
基

づ
き
、
将
来
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
以
外
の

国
か
ら
の
民
間
資
本
に
よ
る
農
地
利

用
の
可
能
性
が
あ
る
」
で
あ
っ
た
。

あ
く
ま
で
も
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府
次

第
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

■
誰
の
た
め
の
開
発
な
の
か

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
農
民
た
ち
は

今
、
こ
う
し
た
様
々
な
不
安
の
中
に

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
業
を
「
南
南

協
力
」
と
い
う
名
前
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
成

功
例
と
し
て
推
進
す
る
前
に
日
本
の

外
務
省
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
ま
ず
農
民

の
懸
念
に
耳
を
傾
け
、
事
業
の
あ
り

方
を
「
誰
の
た
め
の
開
発
事
業
か
」

と
い
う
根
本
か
ら
見
直
す
べ
き
だ
ろ

う
。
今
年
か
ら
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
協
議
会

の
一
環
と
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
定
期
的
に
外
務
省
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
意
見
交
換
会
を
す
る
運
び

と
な
っ
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
側
も

二
月
末
に
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
か
ら
先

の
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｃ
の
農
民
を
日
本
に
招
待

し
、
セ
ミ
ナ
ー
や
院
内
集
会
を
企
画

し
て
い
る
。

今
年
六
月
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
開
催
に

向
け
て
、
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
れ
ば
、
こ
の
事
業
も
注
目
さ

れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
事
業
に
は
、「
責

任
あ
る
農
業
投
資
」
の
あ
り
方
か
ら

私
た
ち
自
身
も
含
む
食
料
安
全
保
障

の
あ
り
方
ま
で
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の

問
題
が
絡
ま
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で

も
継
続
的
に
フ
ォ
ロ
ー
し
、「
食
と

農
」
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
中
で
Ｏ

Ｄ
Ａ
改
革
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

【セラード開発事業】ブラジル中西部に広がる熱帯サバンナで
「不毛の地」と呼ばれたセラード地帯を、土壌改良の技術協
力、企業との連携、農地造成や生産費の資金提供などを ODA
で行ない、大豆やトウモロコシを生産する世界有数の穀倉地帯
に変貌させた事業。ブラジル版「緑の革命」と言われている。
その反面、深刻な環境破壊などを招いたとして批判されている。

※注①　声明原文（ポルトガル語）＝ UNAC 公式ウェブサイト：ht tp : //ngo -jvc .info /U3MCKq
　　　  日本語訳＝サイト「農地は誰のものか？」：http://ngo-jvc.info/WcowLW

※
注
①

モザンビーク・プロサバンナ事業とは何か？
調査研究・政策提言担当　高橋 清貴


